
R6年度 吉野保健所健康危機対処計画における取組実績一覧

1.所内体制整備

実施日時 プログラム 実施場所 参加機関 参加
人数

内容 評価

1 令和6年4月25日 (木)
13：30～14：10

令和6年度
第1回健康危
機対処計画
（感染症編）
にかかる所内
説明会

吉野保健
所
大会議室

吉野保健
所職員

20 ・吉野保健所健康危
機対処計画（感染症
編）について周知
・発生時の各自役割
を説明
・今年度のスケ
ジュールの共有

○計画をもとに発生時の
役割と流れについて、確
認
●BCPについての検討

2令和7年1月29日（水）
13：30～15：10

令和6年度 吉
野保健所健康危
機対処計画（感
染症編）に係る
所内会議

吉野保健
所
大会議室

吉野保健
所職員

21 ・新型インフルエンザ
患者発生対応訓練の課
題と解決策の共有
・BCP発動基準･解除基
準･BCP発動時指示命令
系統について検討
・演習：計画をもとに
各班に分かれ発生時の
役割・業務をグループ
にて検討

○事後検証会で検討した
内容を共有
○BCP発動基準･解除基準･
BCP発動時指示命令系統に
ついて、決定・共有
○演習を通じて発生時の
自身の班・役割を確認
●計画を読み合わせ、役
割を確認するのは人事異
動を踏まえ年度当初の実
施が望ましい
●保健所対策本部の設置
の準備と訓練の実施

○…成果 ●…課題

令和6年度 第1回健康危機対処計画（感染症編）にかかる所内説明会

令和6年度 吉野保健所健康危機対処計画（感染症編）に係る所内会議



２.関係機関との連携

実施日時 プログラム 実施場所 参加機関 参加人
数

内容 評価

1 令和6年5月21日（火）
9:30～12:00

令和6年度
管内保健事業
担当課長・
リーダー保健
師会議

吉野保健
所
大会議室

市町村職
員保健所
職員

31 ・吉野保健所健康危機
対処計画（感染症編）
について周知
・発生時の市町村の役
割を説明
・市町村の実施内容に
ついて共有
・今年度のスケジュー
ルの共有

○新型コロナウイルス感染
症まん延時の各市町村での
生活支援の状況を確認
●個人情報保護のため保健
所と市町村で情報共有が難
しく、必要な住民へ生活支
援が届かないことがあり、
県全体での個人情報保護に
基づく情報連携の協定締結
を検討

2令和6年7月11日（木）
13：55～16：35

令和6年度 第１
回 南和地域感
染症対策研修会
および感染対策
向上加算カン
ファレンス

南奈良総
合医療セ
ンター
１階大会
議室・中
会議室

高齢者・
障害者施
設等の職
員、市町
村保健福
祉担当職
員、地区
医師会員、
医療機関
職員

52 ・管内施設等の集団感染
の発生状況について情報
共有
・講演「5類感染症移行後
における新型コロナウイ
ルス感染症対策のポイン
ト」「コロナ5類移行後と
新興感染症対策への備え
～クラスター事例の振り
返りから考える～」
・事前アンケートの結果
説明
・グループワーク「日常
生活との両立のためにし
ている感染対策の工夫」

○新型コロナウイルス感染
症の現状、感染対策の要
点・改善点を確認
○グループワークにより各
施設の取組みを共有
○自施設の実情に応じた感
染対策を考える機会となっ
た
●研修会の学びを参加者が
持ち帰り、所属での感染対
策へ取り入れることができ
ているかの確認

3令和6年8月7日（水）
15：25～16：30

令和6年度 保
健所・市町村災
害対策連携会議
について
【2部：新興感
染症等対策】

吉野保健
所
大会議室

市町村職員 32 ・新興感染症等発生時の
保健所・市町村の役割と
連携について説明
・グループワーク「独居
高齢者（感染者）が自宅
療養となった場合に市町
村としてできること」
「保健所と市町村との連
携内容」

○発生時の保健所・市町村
の役割を確認
○グループワークにて感染
症発生時の対応を検討。各
市町村の当事者意識を高め
ることができた。
●市町村が必要としている
情報を保健所から迅速に情
報提供できる体制

4令和7年2月5日（水）
13：20～16：45

令和6年度 保
健所・市町村災
害時保健活動研
修会

大淀町文
化会館
視聴覚室

管内市町
村及び保
健所の地
域保健関
係職員

27 ・講義「山間地域におけ
る保健従事者としての災
害対応とは～平時から備
えられること～
・演習「HUG（避難所運営
ゲーム）」：避難所に感
染症疑いの有症状者が避
難してくることを想定

○市町村と保健所の顔の見
える関係性が深まった
○災害対策における感染症
予防の視点の必要性につい
て理解を深め、災害時にお
ける感染症患者への対応を
考えることができた
●マニュアルの策定や医療
依存度の高い患者の個別避
難計画の作成、平時からの
訓練など、保健所と市町村
と連携した取り組み

5令和7年3月12日（木）
13：30～15：35

令和6年度 南
和地域感染症対
策連絡会 兼
感染症対策向上
加算カンファレ
ンス

南奈良総
合医療セ
ンター
１階大会
議室

南奈良総合
医 療 セ ン
ター、下市
消防署、大
淀町、五條
病院、南和
病院、吉野
病院、五條
市医師会、
吉野郡医師
会、市町村
保健福祉担
当者

26 ・講義「感染症危機にお
けるリスクコミュニケー
ション」
・説明「令和5､6年度 計
画取組状況、残された課
題、R7年度の取組」
・意見交換「各機関の感
染症対策における取組状
況、課題、今後の取組」
「SNSを活用した関係機関
間での情報共有、連絡相
談について」

○管内体制整備や県感染症
施策の進捗における評価を
参加機関と共有できた
○各機関が自機関のの感染
症対策への取組状況を評価
し、共有できた
○「SNSを活用した関係機関
間での情報共有、連絡相
談」の方向性や具体的手段
を明らかにし、共有できた
●SNS活用のためのルールづ
くり

○…成果 ●…課題



３.新興感染症発生時の体制整備

実施日時 プログラム 実施場所 参加機関 参加
人数

内容 評価

1 令和6年9月6日(金)
13：30～16：20

令和6年度 新
型インフルエ
ンザ患者発生
対応訓練に係
る事前研修会

吉野保健
所 大会
議室、
1階ロ
ビー、駐
車場

吉野保健
所職員、
管内市町
村保健福
祉担当職
員

26 ・感染症発生時に必
要な対応について説
明
・演習：PPE着脱、患
者移送(アイソレー
ターを用いて、SARS
カーへ乗降）、アイ
ソレーターとSARS
カーの消毒
・自分の役割、感想、
課題について意見交
換

○感染予防・感染拡大防
止対策の必要性と実施方
法について確認
○発生時の各々の役割を
認識

2 令和6年9月19日(木)
14：00～16：30

令和6年度 吉
野保健所新型イ
ンフルエンザ患
者発生対応訓練
に係る事前説明
会

南奈良総
合医療セ
ンター大
会議室、
発熱外来
棟

吉野保健
所職員、
南奈良総
合医療セ
ンター、
大淀消防
署、大淀
町、みぞ
かみ内科

15 ・訓練実施に向け、概
要、シナリオについて
説明
・演習：PPE着脱、アイ
ソレーターの組立・収
容
・移送時の動線や駐車
位置について確認

○実施参加機関全員で当
日の動きを具体的に確認
○当日に備えて準備でき
るようにシナリオを手渡
すことができた
○積極的な質問・意見が
みられ、適切な手順と方
法を確認できた
●県疾病対策課から119番
では県広域消防組合へは
繋がらないことが判明

3 令和6年10月8日 (火)
13：00～14：00

令和6年度新型
インフルエンザ
患者発生対応訓
練 所内事前説
明会

吉野保健
所
大会議室

保健所職
員

22 ・訓練目的、目標、設
定、新型インフルエン
ザ対策概要、各機関別
の役割、タイムスケ
ジュールについて説明

○訓練時の所内の動きを
確認
○各々の役割を確認

4 令和6年10月24日(木)
13：30～17：00

令和6年度新型
インフルエンザ
患者発生対応訓
練

南奈良総
合医療セ
ンター
大淀町役
場
吉野保健
所

吉野保健
所職員、
南奈良総
合医療セ
ンター、
大淀消防
署、大淀
町、みぞ
かみ内科
(見学)地
区医師会
員、医療
機関職員

訓練
40

見学
19

・新型インフルエンザ
患者の受診調整、診察、
移送、患者・接触者の
調査、消毒等の訓練・
見学

○概ね予定通り訓練実施
○発生時の各機関の体制
整備の推進と基本的な感
染対策の再確認
○管内全体の連携体制強
化の機会となった
●訓練で明らかになった
課題等については、事後
検証会にて検討

5 令和6年12月5日(木)
14：00～15：50

令和6年度 新
型インフルエン
ザ患者発生対応
訓練に係る事後
検証会
兼 感染対策向
上加算カンファ
レンス

南奈良総
合医療セ
ンター1
階大会議
室

新型イン
フルエン
ザ患者発
生訓練役
割参加者、
訓練見学
参加者

24 ・訓練の振り返り、課
題・改善策の説明
・改善策の検討
・意見交換：各施設で
の取組・課題

○訓練実施での課題・改
善策の共有
○発生時の対応を確認
（搬送決定後の患者情報
等は消防と病院で直接情
報共有する等）
●PPEの着脱手順について、
他保健所とも整合性を図
り保健所・市町村・消防
バージョン、医療機関
バージョンの作成が必要
●県疾病対策課から県広
域消防組合への連絡窓口
の共通認識を図る

○…成果 ●…課題


